
 ■ふろアダプター取り替え説明

 ■付属部品の確認
取り付ける前に必ず確認する。

状形
内金具取付板

×2

接続なしコネクターＯリング　Ｐ-16 ふろアダプターカバー止ネジ ふろアダプター本体止ネジ ふろアダプター本体
取付金具止ネジ

×1×2×2×1×1

×1 ×1×1×1×1×1

ふろアダプター本体(S) ふろアダプターカバー ふろ接続金具カバープレート

注1：既存ふろアダプターカバーの形状が馬蹄形の場合には使用しません。

（ベージュ色）
注1 注1 注1

注1 注1
注1

（サラ小ネジM4×8） （小ネジM4×12）
（小ネジM4×6）

（ベージュ色）
アダプター本体
取付金具

ふろアダプター接続カラー

 ■取り替え手順
１. 既存ふろアダプターカバーの形状の確認
※ 下記形状以外の場合、取り替え出来ません。

2. 既存ふろアダプター本体の材質の確認
 ※右記取り替え手順１．２．を参照し既存のふろアダプターカバーを取り外す。

右記手順に従いふろアダプター本体
を取り替える。

右記手順に従いふろアダプター本体
を取り替える。

3. 既存ふろアダプター本体を取り付けている取付板の確認

金属製樹脂製

取付板（小判形） 取付板（丸形）

正面 上めなな）型丸（ 側面図上めなな側面図

スリット

正面（馬蹄型）

本取り替え部品セットは使用できま
せん。
別途、取り替え部品セット［ふろア
ダプターHM80取替SET-1 
138-N821（AS番号：
4138N8210001）］が必要です。

本取り替え部品セットは使用できません。
別途、取り替え部品セット［ふろアダプター
HM80取替SET-3 138-N820（AS番号：
4138N8200001）］が必要です。

ふろアダ取替セット（形状記憶80℃）
SBB80CQ① ふろアダプタHM80取替SET-2

138-N822（AS番号：4138N8220001）

既存ふろアダプター（丸形の場合） 既存ふろアダプター（馬蹄形の場合）
取り替え手順 図　　解 取り替え手順 図　　解

1. 既存のふろアダプターカ
バーを取りはずす。
• ードライバーなどを差
し込み、取りはずす。 ー ドライバー

ふろアダプター
カバー

1. 既存のカバープレートを
取りはずす。
• カバープレート下部の

 部にードライバー
などを差し込み、取り
はずす。

カバープレートー ドライバー

2. 既存のノズルを取りはず
す。

ノズル

3. アダプター本体取付金具
を取り付ける。
• アダプター本体取付金具
止ネジ（2本）で固定する。

• アダプター本体取付金具の外側
ネジ（2本）で、下穴が水平になる
ように内側の取付穴で調節する。

水平調節用下穴
アダプター本体
取付金具

（小ネジM4×6）

アダプター
本体取付
金具止ネジ

下側ネジ下穴2個が
水平になるように調
節する。

2. 既存のふろアダプターカ
バーを取りはずす。
• ふろアダプターカバー
止ネジ（2本）を取りは
ずす

ふろアダプター
カバー止ネジ

ふろアダプター
カバー

4. 内金具取付板とふろ接続
金具を取り付ける。

内金具取付板

ふろ接続金具

3. 既存のふろアダプター本
体を取りはずす。
• ふろアダプター本体止
ネジ（2本）を取りはず
す＜6.へ＞

ふろアダプター
本体止ネジ

ふろアダプター本体

5. Oリングとふろアダプ
ター接続カラーを取り付
ける。

ふろアダプター
接続カラー

Oリング

既存ふろアダプター（丸形、馬蹄形共通）
6. ふろアダプター本体を取り付ける。
• ふろアダプター本体止ネジ（2本）で固定する。

ふろアダプター本体止ネジ

ふろアダプター本体

（小ネジM4×12）

7. ふろアダプターカバーを取り付ける。
• ふろアダプターカバー止ネジ（2本）で固定する。

ふろアダプターカバー

ふろアダプターカバー
止ネジ
（サラ小ネジM4×8）

8. カバープレートを取り付ける。 カバープレート

9. 付属の接続なしコネクターを取り付ける。
※ ふろアダ取替セットが機器の追いだき温度と適合してい
ることを確認するため、メンテナンスなどで、ふろアダ取
替セットのみを交換する場合も、必ず付属の「接続なしコ
ネクター」へ取り替えてください。
a. 機器の電源プラグを抜く。
b. 「ふろサーミスタ」のタグが付いているコネクタを外す。
（右図参照）
c. 接続なしコネクターをb.で外したコネクターへ接続する。
d. 機器の電源プラグを差し込む。

ふろアダ取替セットは安全機能を有した重要機能部品です。
このふろアダ取替セットは、追いだき（高温さし湯）温度80℃タイプの機器専用です。設置時このふろアダ取替セットは、追いだき（高温さし湯）温度80℃タイプの機器専用です。設置時
には、必ず機器の追いだき（高温さし湯）温度が80℃であることを確認してください。には、必ず機器の追いだき（高温さし湯）温度が80℃であることを確認してください。
誤った組合せで設置されると、安全装置が正しく作動せず、やけど等の重大事故に至る恐れがあります。


